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「水通信」は、水資源機構（主に中部管内）における取組に関する情報を、中部管内の関係
者（県、市町村、土地改良区その他関係機関）の皆様方に、直接配信させていただいており
ます。 
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巻頭言                         

 

 【中部支社事業部次長 宮川省三】 

 

 ２０２０年の春先に始まった新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、いまだに収束

の気配を見せていません。むしろ、国内では年末年始から猛威を奮い、社会全体として大変

厳しい状況の中、新年を迎えることになりました。そして、再度緊急事態宣言が発せられる

に至りました。 

 新型コロナウイルスの流行は、人々の生活、仕事に様々なリスクが隠れていることが炙り

出されました。直ぐ思い浮かぶのが、①密集して働く職場のリスク、②移動のリスク、③会

食のリスク、などがあり、３密を避ける取り組みが求められています。ダム、堰、水路等の

インフラ施設を維持管理する水資源機構としては、施設管理する最前線の管理所、これを総

括し見守る支社・本社、いずれのセクションでもこのリスクを負います。これらのリスクの

回避のためには、働き方改革も意識し、在宅（リモート）勤務、ＷＥＢ会議の採用に加え、

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の促進を目指すこととなります。 

しかし、施設の管理は現地での点検・巡視・操作が基本であり、在宅でできない業務も多

く、決して容易に改革に至るものではありません。飲まず食わず、移動もできなければ仕事

になりませんし、要員のわずかな管理所では、万一の感染者の発生は致命的です。水機構の

業務は、国民生活や経済活動に直接関わる仕事であり、一日足りとも止めることが許されま

せん。感染症対策の徹底を図り、２４時間３６５日、水の安定供給に使命を燃やします。 

また、ＤＸはＩＴスキルの向上により、今まで想像もしていなかったことも可能な時代に

なるのだと思います。中高年職員も時代に遅れないようＩＴスキルの向上を忘れてはなりま

せん。当面は、若手職員が段取りしてくれたＷＥＢ会議で椅子に座り会議に参加するだけで

すが、今後はそれだけではいられません。自らＷＥＢ会議のセットができるようにならねば

と感じています。 

 さて、各地で計画規模を上回る洪水が頻発する昨今でありますが、昨年を振り返ると、球

磨川が大災害を受けた７月の豪雨において、牧尾ダムが事前放流により大きな効果を発揮し

ました。利水ダムを含めて、事前放流による洪水調節機能の強化が、全国的に展開されるこ

とになり、水機構の各ダムにおいても取り組みました。中部管内でも水系毎に治水協定が締

結され、水機構ダムでは一級河川の１０基、二級河川の１基のダムが実施要領を制定しまし

た。今年は、中部管内の二級河川の利水ダム２基についても関係者との治水協定の締結の上、

実施要領を定め必要に応じて既存ダムの洪水調節機能の向上のため事前放流に取り組みま

す。 

 今後も地域の安全と安心のために施設の適切な管理・建設に努めてまいりますので、利水

者・関係機関の皆様には引き続き、ご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

  



中部管内水源情報                     

  

 【中部管内水源情報】 

 

 中部管内の各ダムにおける２月２２日現在の降雨及び利水貯水率については、下表のと

おりとなっています。 

 木曽川水系の４ダム（牧尾・岩屋・阿木川・味噌川ダム）の２月降雨量は平年を下回る状

況（平年比４７％～７４％）となっていますが、４ダム合計の貯水率は６８％（平年比１０

１％）と、平年を上回る貯水状況となっています。 

 なお、牧尾ダム及び岩屋ダムでは、３月末に向けて主として発電による貯水池運用により

貯水量が計画的に低下していきます。 

 豊川水系の宇連ダム及び大島ダムの２月降雨量は、平年を下回る状況（平年比３４％～５

９％）となり、豊川用水全体（宇連・大島ダム、各調整池）の貯水率は５７％（平年比８３％）

と平年を下回る貯水状況となっています。 

 豊川水系においては、少雨に伴う河川流況の悪化により、ダムからの利水補給を行ってい

るため、今後の降雨、貯水状況に注視していきます。 
 

中部管内各ダムにおける２月の降雨及び利水貯水率（２月２２日現在）   単位：（％） 

 牧尾ダム 阿木川ダム 味噌川ダム 岩屋ダム 宇連ダム 大島ダム 中里ダム 徳山ダム 

降雨の平年比 55 47 65 74 34 59 107 119 

利水貯水率 30.3 74.6 86.8 100 38.4 83.7 95.6 100 

(平年比) (98.0) (92.7) (93.7) (107.5) (64.6) (100) (116.9) (100) 

 

木曽川水系各ダムにおける積雪状況 単位：（cm） 
 

 

牧尾ダム 

（八海山地点） 

味噌川ダム 

（ワサビ沢地点） 

岩屋ダム 

（楢谷地点） 

徳山ダム 

（塚地点） 

（調査日） 

積雪深 

（2/18） 

63 

（2/21） 

56 

（2/22） 

21 

（2/22） 

119 

平均値 72 76 50 118 

    データ提供元：（岩屋ダム）岐阜県高山土木事務所 （徳山ダム）国土交通省 

平均値：調査日同日又は該当する旬の近 10ヶ年平均値 

・中部支社管内の各ダム貯水状況等は中部支社ＨＰ内の「水源情報」でご覧いただけます。 

 中部支社ＨＰ https://www.water.go.jp/chubu/chubu/index.html 

 「水源情報コーナー」 

  ◆リアルタイム情報 https://www.water.go.jp/mizu/chubu/realtime/index.html 

  ◆中部管内の水源状況（平日更新）https://www.water.go.jp/mizu/chubu/report/ 

  ◆ダム貯水状況グラフ、節水情報など 

https://www.water.go.jp/chubu/chubu/sessuijyouhou02-1.html 

  ◆木曽川水系各ダムの積雪状況 

https://www.water.go.jp/chubu/chubu/2021/210222sekisetsu.pdf  

https://www.water.go.jp/chubu/chubu/index.html
https://www.water.go.jp/mizu/chubu/realtime/index.html
https://www.water.go.jp/mizu/chubu/report/
https://www.water.go.jp/chubu/chubu/sessuijyouhou02-1.html
https://www.water.go.jp/chubu/chubu/2021/210215sekisetsu.pdf


インタビュー『水を支えるスペシャリストに聞いてみた』                     

 
 中部支社メールマガジン水通信では、令和３年より新たなコミュニケーションツールとし

て、水資源開発施設等の建設・管理に携わる「人」に焦点を当て、それぞれのスペシャリス

トにインタビューを行う新コーナー『水を支えるスペシャリストに聞いてみた』を掲載して

いきます。 

今回は、愛知用水総合管理所にて三好池耐震補強工事等を担当されている、みよし市から

の出向職員である第一工事課の鈴木
す ず き

綾子
あ や こ

さんにお話を伺いました。 

 

 

（写真：三好池耐震補強工事にて減水した池から鯉を救出） 

 

鈴木さんは平成 31年 4月に水資源機構（以

下「機構」という。）に出向され、現在は愛

知用水総合管理所第一工事課で三好支線水

路緊急対策事業に携わっておられますが、こ

れまではどのような業務を経験されてきた

のですか。 

―― 学生時代には河川工学を専攻テーマと

していましたので、みよし市ではその経験を

活かした業務 － 具体的には、河川の改修、

下水道の敷設や補修などの土木に関する業

務を行ってきました。 

 

これまでの業務経験を活かして出向職員

に抜擢されたのですね。これまで、機構のこ

とはご存知でしたか。また、機構への出向を

伝えられた際の心境を教えて下さい。 

―― 機構の名前は学生時代の知人を介して

知っていました。出向のお話を聞いた時には、

業務を行う組織は変わりますが、新しい業務

に対する興味が大きかったので、特に不安は

ありませんでした。 

 

鈴木さんの業務に対する前向きな姿勢が

素晴らしいですね。機構に出向され、新たな

人間関係や仕事のやり方などが変わり苦労

されたのではないですか。 

―― 今までとは異なる組織で仕事をすると

いうことで、何もかもが新しく、新鮮な気持

ちで業務を行っていました。また、出向者と

して、みよし市の代表という気持ちで業務を

行っていました。 

 

<Profile> 

鈴木 綾子 Ayako Suzuki 

愛知用水総合管理所 第一工事課 

（みよし市出向職員） 

 

平成 26年 みよし市役所 入庁 

平成 31年 独立行政法人水資源機構へ

出向、現在に至る 



機構の職員は、普段鈴木さんにどのように

接してくれていますか。出向前と出向後で職

員に対するイメージが変わったことはあり

ますか。 

―― これまで他の機関の方とあまり関わっ

たことがないのですが、これまでは仕事に厳

しい職人気質なイメージがありました。今で

は業務や研修等を通じ、愛知用水をはじめ全

国の職員の方と接したことで、とても親切で

優しいイメージに変わりました。 

 

そう言っていただけると、機構職員として

も非常に嬉しいです。 

現在の業務について教えて下さい。工事に

関する地元調整について、鈴木さんは地元の

ことをよくご存知であり、それに加えて土木

に関する知識があることが鈴木さんの強み

だと思いますが、この強みを現在の業務にお

いてどのように活かされていますか。 

―― やはり地元のことを良く知っているの

は、業務を進めていく上での強みになると思

っています。 

設計段階では、地元を知っているので周辺

の利用状況や関係者の把握が容易で事前相

談がしやすかったです。また、施工段階にお

いては押さえておくべき関係者が把握でき、

迅速なアポイントが取れるなど強みを活か

せました。 

土木の知識に関しては、経験豊富な方々に

教えていただきながら今も日々勉強させて

いただいています。 

 

現在お仕事されている工事課と言います

と、工事の監督や地元調整、設計変更等で多

忙なイメージがありますが、多忙な業務をど

のように工夫して乗り越えていますか。 

―― 施工業者さんとの調整では週に１度工

程会議を設け、課題ややるべきことを洗い出

し、共有して全員で取り組める体制を整えて

います。設計変更では１人で抱えすぎないよ

う、変更内容のリストを作成し、他の方にお

願いできるところは積極的にお願いするよ

うにしています。 

 

日々工夫しながら業務を進められている

のですね。慣れない業務や多忙な職場でスト

レスもあるかと思いますが、ストレス解消の

ためにしていることがあれば教えて下さい。 

―― たくさん寝て、食べてストレスを解消す

るとともに、休日には市役所の同期と写真撮

影・アニメ鑑賞・釣り・デイキャンプなどを広

く浅く楽しんでいます。新型コロナウイルスが

流行する前は、愛知用水総合管理所の若手職員

とパーティーなどもしていました。機構職員は

お酒をたくさん飲まれる方が多いですね笑。 

 

お酒に関しては、機構職員と一緒にお仕事

されたことのある方は皆さんそうおっしゃ

います笑。 

好奇心旺盛で様々なことにチャレンジさ

れ、公私ともに充実した生活を送られている

鈴木さんですが、これまでの業務で達成感を

得たと感じる仕事について教えて下さい。 

―― 三好池のような大規模構造物の工事に

携わるのは初めてでしたが、このような大き

な施設の耐震化が工事の進行とともに形に

なっていくことに関われたのは嬉しかった

です。 

三好池は工事が順調に進めば５月に復水

を迎える予定であり、このまま無事に竣工し

てほしいと思っています。 



最後になりますが、鈴木さんは今後どのよ

うな職員になりたいと考えていますか。また、

今回の経験を今後どのように役立てたいと

考えられていますか。 

―― 限られた条件の中で、地域の人にやっ

て良かった、と思ってもらえるような工夫の

できる職員になりたいです。 

 

みよし市では職員一人ひとりが様々な役

割を担っていましたが、機構では専門性の高

い業務をそれぞれの担当が行っており、土木

の知識だけでなく事務的な業務の効率化、地

域との柔軟に対応していく関係作りなども

学んでいます。そういった内容も今後の業務

に生かしていけたらと思っています。 

 

 

 インタビュー当日、愛知用水総合管理所にて鈴木さんの業務を拝見させていただきました

が、元々機構職員だったのではと思う程のコミュニケーション能力の高さや、他部署に掛か

ってきた電話を取るなどの積極性を垣間見ることができ、機構職員も見習わなければと感心

しました。 

鈴木さんには愛知用水総合管理所で培った経験とコミュニケーション能力の高さを武器に、

今後のさらなるご活躍を期待しております。 

 

鈴木さんの活躍ぶりをほんの一部ですが写真にてご紹介します。 

     

（写真左：地元の小学生向け工事見学会におけるケーブルテレビ局からの取材対応シーン） 

（写真右：機構が主催する群馬県での環境研修における生物調査実施状況） 

 

水資源機構中部支社では、水の安定供給を支える「人」に焦点を当てたインタビューコー

ナーを今後も特集として掲載していきます。インタビューに応えていただける方を募集して

おりますので、ご協力の程よろしくお願い致します。 



《新着情報》 
 

 

中部支社                         

 

○ 危機管理対応訓練を実施しました 

 

「危機管理対応訓練」は、防災意識の高揚と知識の向上、災害発生時の初動態勢の確

立や情報収集・伝達、応急対策などの対応能力の向上を図ることを目的として、毎年１

月から２月上旬の間に水資源機構の本社・支社局及び各事務所で実施しています。 

今年度、中部支社においては、①田辺宿舎に設置されている防災本部の設置・運営訓

練、②非常参集時におけるリスク回避ルートによる参集訓練、③非常参集時における安

否確認訓練を１月２７日午前中に実施しました。 

今回は新たな試みとして、②非常参集時のリスク回避ルートによる参集訓練を実施し

ました。これは、非常参集時を想定し、通常の出勤ルートとは異なるルートで出勤を行

うもので、緊急時に慌てず冷静に移動することを目的に実施したものです。 

実施にあたっては、様々なルートを事前に検討し、実行の際にも危険な箇所がないか

周辺の状況を確認しながら移動を行いました。訓練参加者からは、「危険箇所となりう

るものを確認することができた」「どうしても避けられない危険箇所がある」など、防

災意識の向上を図ることができ、大変有意義な訓練であったと考えています。 

コロナ禍での訓練となり制約もありますが、今後も大規模地震の発生に備え、防災意

識の高揚と知識の向上、対応能力の向上を図るため、様々な訓練を実施していきます。 

 

○ コロナ禍でも工夫しながら業務を進めています 

 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、年度当初に緊急事態宣言 

が発せられ、不要不急な外出を避け『ステイホーム』の生活がはじまりました。 

イベントは中止又は延期、スポーツは無観客試合となり、２０２０オリンピック、パラ 

リンピックは１年延期になりました。プロ野球やＪリーグなどのプロスポーツ競技は、観客

を絞って今までにない雰囲気で行われましたが、試合中の選手の声がよく聞き取れるなど新

たな一面がありました。 

 こうした中、水資源機構では、移動を伴う出張をできるかぎり行わず、機構内外との会議

はオンラインで行い、感染防止対策を行っています。 

 中部支社の感染症予防対策は、人的な対策として、出勤する職員数を減らすために４班制

にし、支社勤務者１／４、在宅勤務者３／４とするためにリモ－トワークを導入し、業務を

行っています。物的な対策としては、寒さに耐えながらの換気に加え、庁舎各階に消毒液を

設置し手指消毒の励行、決められた時間にドアノブ、手すりなど共用部の消毒、対面して執

務している机は、アクリル板で飛沫防止を行いつつ、コミュニケーションの妨げにならない

よう配慮しています。 



 こうした職場環境は、令和３年になった今でも、再度緊急事態宣言が愛知県にも発せられ

たことで継続しており、同じ中部支社で勤務しているものの、職員全員とは一同に会えない

状況が続いています。 

 このような状況下ではありますが、今シーズンは積雪が多いことから、味噌川ダム近くの

やぶはら高原スキー場の紹介を兼ねて、玄関ホールにて機構職員が歌う公式ソングを流し、

リフト割引券を置いています。不要不急の外出を控えている時ではありますが、少しずつで

も以前のような日常が取り戻せるよう、管内の情報も引き続き発信していく予定です。 
 

 

 

豊川用水総合事業部                   

 

○ 愛知大学学生の万場調整池施設見学を実施しました 

 

令和２年１２月２日（水）、愛知大学の学生（２０名）及び教授等（４名）が万場調整池

を見学されました。 

直前に学生から頂いた質問は約４０問にのぼり、この質問に対する回答を踏まえ、当事務

所及び豊川総合用水土地改良区の職員から事業の説明をした後、万場調整池を一望できる屋

上にて施設の概要を説明しました。 

見学の最後に学生より「何をしているところなのか不明であったが、説明を聞いて理解し

た。今後の学習に役立てたい。」と謝意を込めたコメントを頂きました。あわせて、教授か

らお礼のメールを見学後に頂きましたので抜粋して紹介します。 

（以下メール抜粋） 

視察をとおして、地域の農業、産業、生活を支えている豊川用水および関係機関の皆様の

役割について多くのことを学ばせていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

■管理所屋上での概要説明の様子 ■事業説明を聞く学生たち 



○ 危機管理防災訓練を実施しました 

 

１月２８日（木）に危機管理防災訓練を実施しました。訓練では午前に安否確認及び非常

参集訓練、午後に防災本部設置訓練の２部に分けて実施しました。非常参集訓練では、ハザ

ードマップ上の危険箇所をさけて出勤するという訓練を行いました。その結果、通常の通勤

ルートを変更する者が１７％もおり、日頃から災害時を想定して通行出来る道路を確認する

ことが、災害時の迅速な対応に繋がるということを再認識させられました。 

 午後からは、担当課員数名で防災本部設置訓練を実施しました。昨年度に経験済みの職員

が中心となって本部の設置訓練を行ったことで、短時間で設置することができましたが、い

くつかの課題もみつかりました。今後、これらの課題を改善し、防災本部の速やかな設置及

び適切な防災対応に取り組んでまいります。 

 
 

木曽川水系連絡導水路建設所               

 

○ 「安全運転講習会」を実施しました 

 

１月２７日（水）、ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）岐阜支部の方を講師にお招き

し、安全運転講習会を開催しました。 

始めに映像による講義があり、後部座席のシートベルト着用と未着用の衝突実験や、駐車

場に駐車する際や出発時の死角になる部分、道路に出ようとする際の注意点の紹介がありま

した。また、ドライブレコーダーによる映像では、事故になりかねないようなリアルな場面

の映像があり、ひやりとしました。運転をするときは、今一度、安全運転に心がけなければ

いけないと思いました。 

そのあと、タブレット端末を用い、運転に伴う能力維持や低下防止につながるものを、Ｊ

ＡＦのエイジド・ドライバー紹介応援サイト（ＷＥＢ）で行いました。最初は、笑顔があり

ましたが、次第に真剣になり、自分の視覚、聴覚のレベルを再確認でき、より注意して運転

しなければと思いました。 

 今後も職員一同、安全運転の向上及び交通事故防止の徹底に務めていきたいと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■講習を受ける職員 ■タブレットによる能力等のテスト 



愛知用水総合管理所                   

 

○ 地元の三好高校生に対し企業講話等を実施しました 

 

 １月１９日（火）に、愛知県教育委員会の委託を受けたＮＰＯ法人アスクネット主催のイ

ンタ－ンシップが、地元の愛知県立三好高等学校でも行われることとなり、依頼を受けた愛

知用水も生徒約６０名を対象に、管理課長と総務課長が企業講話として、「世界の水事情」・

「水資源機構の仕事」・「愛知用水の概要」についてパワ－ポイントのスライドを用いて講義

しました。 

 講義の後の「企業の問題をみんなで考えるワ－ク」という授業では、生徒に考えていただ

く課題「水源地への感謝の気持ちが薄れゆくなか、どのように防げば良いか？」について発

表をしてもらったり、社会人に対する質問タイムがあり、当方にとっては水源地への思いを

めぐらせる中で、愛知用水事業の重要性を理解してもらうとともに、高校生にとっては社会

人になることへの不安要素を少しでも緩和できればとの思いで対応しましたが、双方にとっ

て大変有意義な時間となりました。 

 －当日のカリキュラム－ 

 （ ①企業講話５０分＋②課題発表・質問タイム５０分 ）×２回実施 

 

当初は、このインタ－ンシップの三好高校の取り組みとしましては、愛知用水総合管理所

へインタ－ンシップを希望する２名の生徒に対して、管理所で受け入れて職場体験をしても

らう予定でしたが、愛知県に新型コロナ感染症に対する緊急事態宣言が発令されたことを受

け、急遽、数日前に各企業側が学校に出向いて講話等を行う形式に変更となり、その一企業

として水資源機構を紹介する機会を得たものです。 

 このことから、必ずしも水資源機構や愛知用水に

全く知識や関心が無かった生徒にも水に関する課題

や水資源機構について話を聞いてもらえるチャンス

が得られたものと捉え、結果、課題発表ではＳＮＳ

の有効的な活用や、農産物に水源地表記をしてみた

ら・・・などなど複数の提案がなされ、何事にも真

剣に取り組む若い世代のフレッシュなアイデアを吸

収することができました。 

愛知用水総合管理所では、こうした生徒からの貴重

な意見を所内で共有を図りつつ、新たな取り組みの

参考にしていきたいと考えています。 

愛知用水は今年９月末で通水６０年を迎えます。これまで長く水を安定して供給が出来て

きたのは、水源地域のご協力の賜であり、講話を行う側としても改めて水源地域への感謝の

念を持ち続けることの重要性を再確認するとともに、愛知用水では将来の水の安定供給に向

けて、貴重な水の水源と愛知用水事業の歴史や重要性に関するＰＲを図って参ります。 



○ 令和２年度 愛知用水環境学習会を実施しました 

 

 １月１３日（水）、環境に対する意識と知識の向上を図るため、愛知用水環境学習会を開

催しました。今年度は名古屋地方気象台に講師を依頼し、「気象の基礎知識と防災気象情報

の活用」をテーマに講演をいただきました。 

今回の学習会は新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、気象台とのオンライン通信

による分散での開催となりましたが、５会場で計１９名の機構職員が参加しました。 

講演は天気図の見方といった基礎知識や過去の気象災害についてなど、業務遂行に大変参

考になるものでした。また、改めて自然災害に対する備えを考える良い機会となりました。 

今後も学習会で環境に関する色々なテーマを取り上げ、意識と知識の向上に努めていきた

いと思います。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽川用水総合管理所                  

 

○ 木曽川用水の歴史に係る勉強会を行いました 
 

令和２年１２月２１日（月）、木曽川用水総合管理所職員８名が海部土地改良区「水の館」

において、木曽川用水の歴史に係る勉強会を行いました。 

木曽川総合用水事業の実施により、安定的な用水利用と計画的な地域配水が可能となった

ことで、これまでの地域農業の抱えてきた数々の課題が解消されるとともに、人々の安全で

豊かな生活を潤し続けてきたことを学ぶことが出来ました。 

この歴史を学んだことにより、木曽川用水の担う役割と責任を再認識し、緊張感を持って

日々の管理業務に努めていきたいと思いました。 

 

■講習を受ける職員 ■オンラインで受講する職員 



    

 

岩屋ダム管理所                        

 

○ 岩屋ダム周辺「環境整備活動」に参加しました 

 

令和２年１２月１日、岩屋ダムの上流にある日陰橋下流ポケットパーク（西村ダムから５

００Ｍ下流）で、岩屋ダム水源地域ビジョン推進協議会が主催する環境整備活動に参加しま

した。この活動は、岩屋ダムを活かした水源地域の活性化を図るべく、毎年、開催されてい

るものです。今年は特に、同ポケットパーク近くにある、天然の巨石群がロッククライミン

グ業界で注目を浴びていることから、同場所を中心に環境整備を行いました。 

当日は、木枯らしの冷たい風が吹く中、下呂市・馬瀬川漁協・馬瀬川第二ダム等の関係者

約３０名と、枝打ち・下草刈り等や、投棄されたゴミ等の回収を約２時間行いました。作業

が進むにつれ景色が変わる様は見ていて気持ちが良く、作業後はすがすがしい気持ちになり

ました。少しでも今回作業を行った場所が利用され、地域活性化の一助になれば幸いです。 

今後も、関係団体との交流を深め岩屋ダム管理所の水源地域である下呂市を共に盛り上げ

ていければと思います。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 
■除草作業前の状況 

■歴史に関するビデオ視聴の様子 

■除草作業後の状況 

■海部土地改良区「水の館」展示室 



○ 岩屋ダムもコロナ対策に一役～１２月からの少雨でも安定した水をお届け～ 

 

岩屋ダム地点における１２月の降水量は２１mm と、平年の７９mm に対して２７％と少な

い状況でした。特に、２９日までの降水量は累計で２mm と極めて少なく、この少雨傾向は

木曽川流域全域にわたったため、木曽川の流れも次第に少なくなりました。 

１２月１２日には今渡ダム地点で基準流量毎秒１００㎥を下回り、このままでは木曽川を

流れる各種用水に影響するため、岩屋ダムに貯えた水（６１，９００千㎥、利水貯水率１０

０％）を少しずつ加えて流す「利水補給」を開始しました。 

年末（３０日）に１３mm の降雨、年明け（１日）には３０cm の積雪となる１４㎜の降水

量を観測しましたが、木曽川の流れを大きく改善するまでには至らず、1月に入っても岩屋

ダムからの利水補給を続けました。 

その後、１月２３日から２７日にかけて岩屋ダム地点で合計５３mm の降水量を記録し、

この雨は木曽川流域の広い範囲にも降り注いだため木曽川の流れが増え始め、岩屋ダムから

の利水補給もひと段落して貯水池は貯留に転じ、５３，３７４千㎥（利水貯水率８６％）ま

で低下した利水貯水量は 1月２８日に利水貯水率は 100％まで回復しました。 

全世界を襲うコロナ禍でうがい・手洗いの大切さはこれまでになく増しているところです

が、この年末年始に岩屋ダムに貯えた８，５２６千㎥（一般家庭用湯船で換算すると４２，

６３０千杯分）の水を流し、皆様のもとに安定した水をお届けすることができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【一場（いちじょう）の春夢（しゅんむ）】 

・人生の栄光や繁栄は、きわめて儚いこと。 

■12月 7日の岩屋ダム（利水補給前） ■1月 25日の岩屋ダム（利水補給後） 

https://2.bp.blogspot.com/-aEUHhuED_ms/UwXzX9Mde1I/AAAAAAAAdyI/Q5TU_K_ywMk/s800/hinamatsuri_zuishin_udaijin.png


阿木川ダム管理所                        

 

○ 恵那市大井町自治連合会の施設見学を実施しました 

 

令和２年１１月３０日（月） 阿木川ダムの下流にあたる恵那市大井町自治連合会の皆さ

まが施設見学に訪れました。昨年度から恵那市と共同で実施している、下流自治会への防災

操作説明会などを通して防災意識が高まる中、大井町自治連合会より依頼がありダムの役割、

防災操作などの説明を行いました。 

 

 

■概要説明の様子         ■ダム天端より恵那市街を眺望 

 

○ 空心菜撤去作業を実施しました 

 

令和２年１２月１８日（金） 寒空の下、恵那農業高等学校、恵那市、地元ＮＰＯ法人の

方々と、この夏も実施した空心菜の水耕栽培による水質浄化試験で使用した、フロートやコ

ンテナなどの撤去作業を共同して実施しました。 

 

■コンテナから枯れた根の撤去         ■フロートの清掃 

 



■雪に覆われた徳山ダム ■除雪作業をする徳山ダム職員 

○ ダム防災操作研修を実施しました 

 

１月２８日（木） コロナ禍の中、ＷＥＢを活用しダム防災操作研修を実施しました。午

前中は、ダム防災操作の基本などを学び、午後からはダム操作シミュレータを利用した実践

的なダム防災操作の研修を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳山ダム管理所                     

 

〇 雪の多い冬となっています 

 

昨シーズンの冬は、雪が少なく降ってもすぐに溶けてしまうような積雪でしが、今シーズ

ンは令和２年１２月１６日（水）に大雪となり、その後も雪の日が多い天候となっています。 

揖斐川町の市街地で降雪がなくても徳山ダムに着くと降っていることも多いです。徳山ダ

ムの所在地は岐阜県ではありますが福井県の天気予報が参考になります。この時期徳山ダム

は積雪により、陸の孤島のようなもので、訪れる人も少ないですが、徳山ダムの職員一同、

ダムの維持管理を粛々と行いつつ、新緑の春を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ダム防災操作の基本を研修 ■ダム防災操作の実践的な研修 



長良川河口堰管理所                   

 

○ 揖斐川・長良川中堤合同クリーン大作戦に参加しました。 

  

長良川河口堰管理所では、令和２年１２月１５日（火）ＮＰＯ法人木曽三川ごみの会が主

催する長良川中堤合同クリーン大作戦に参加しました。 

揖斐川と長良川の間の堤防付近（ＪＲ関西本線から国道１号線の間）を中心に清掃を行い、

国土交通省木曽川下流河川事務所、関係業者の方々、当管理所の職員合計約１２０名が参加

しました。 

清掃活動は、参加者全員の体温を測るなど新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じつつ、

密にならないよう上下流二手に分かれて行われました。 

 清掃時間は、僅か１時間程度だったものの、河川漂着ゴミから不法投棄ゴミなど合わせて

３０Ｌ袋約１４０個分とかなりの量に上りました。 

参加者全員が河川環境の改善を図ろうと、率先してゴミを集めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ことわざブレイク 

【春に三日の晴れ無し】 

・動きの速い移動性高気圧による春の晴天は長続きせず、

３日と続かずに天気が変化しまうという意味のことわざ 

 

 

 

■収集したごみ ■クリーン大作戦に参加された方々 



味噌川ダム管理所                    

 

○「木曽谷新春狼煙（のろし）あげ」に参加しました 

 

 １月４日（月）、旧中山道でつながる木曽郡内から塩尻市にかけての各地で一斉にのろし

をあげ、「木曽は一つ」との思いをつなぐ新春の風物詩「木曽谷狼煙あげ」が行われました。 

 狼煙あげは南木曽町妻籠の住民組織・妻籠

を愛する会の呼びかけで平成１９年に始ま

り、郡内外の住民グループが徐々に加わり、

今年は全会場(２１カ所)合わせて２３５人

ほどが参加しました。 

 味噌川ダムの職員も水の始発駅公園での

狼煙あげに参加させていただきました。当日

は晴れた空にもくもく立ち上る煙を見なが

ら、今年一年間の幸せや健康を願いました。 
 
 

 

三重用水管理所                     

 

○ 菰野調整池周回散策路のご案内 

 

 立春を過ぎましたが、まだまだ寒い日が続きます。そんな菰野調整池の梅もやっと咲き始

め春の匂いを感じさせてくれています。 

 さて、菰野調整池は周囲約２ｋｍにわたり、散策路や

ジョギングコースとして開放しています。車の通行もな

く、鳥のさえずりものどかに聞こえます。 

 ここからは鈴鹿山脈（雲母峰～御在所岳～釈迦ヶ岳～

竜ヶ岳～藤原岳）が市街地からの眺望とは違って、構造

物のない自然の山々を見ることが出来ます。 

 また、四季折々の草花や北勢地方の市街地を望むこと

ができます。 

 コロナ禍収束の折には、是非散策してみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

■のろしあげの様子 

■調整池を一望できる休憩場所 



イベントカレンダー                   

 

中部管内関連のイベントカレンダー  【令和３年３月～４月  】  
 

新型コロナウイルス感染拡大防止により、各イベントについては自粛しておりま
す。  
 

編集後記                        

  

 【中部支社担当課：総務課】 

令和３年も早２か月が過ぎようとしていますが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、

中部支社のある愛知県では、再び緊急事態宣言が発せられ、不要不急の外出を控えた自粛生

活が続いています。これまでに感染症で亡くなられた方に対しお悔み申し上げますとともに、

感染された方々におかれましては、一日も早いご回復をお祈り申しあげます。 

国内では、２月から医療関係者を対象としたワクチン接種が始まりましたが、注射を打つ

ことで以前のような日常生活が取り戻せるなら、一時の注射の痛みも我慢し甲斐があります。 

さて、この水通信は今回号から新しいコ－ナ－として、水資源機構の事業にご協力いただ

いている方や、深く関わっておられる方へのインタビュー記事を掲載していきます。紹介さ

せていただいた方々の経験や教訓などを、今後の業務に生かしていきたいと思います。 

 

最後に一句 
 

“コロナ禍を ワクチンたより 春を待つ” 
 
 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 今月の水通信はいかがでしたでしょうか。 

 「水通信」に対して、ご要望、ご意見等がございましたら、下記アドレスまでご連絡くだ

さい。 

 mailto: chubu_water@water.go.jp 

 

 ＊＊＊『第１７９号は、４月下旬に発行する予定です。』＊＊＊   

バックナンバ－をご覧になりたい方はこちら 

https://www.water.go.jp/chubu/chubu/mizutsuushin/mizutsuushin.html 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 ・世の中の移り変わりが激しい様を、桜の花が短期間で散ってしまう

様子にたとえたことわざ 

 

mailto:mailto:%20chubu_water@water.go.jp
https://www.water.go.jp/chubu/chubu/mizutsuushin/mizutsuushin.html
https://1.bp.blogspot.com/-bvE9sJSXvLw/Xn1v6f2aNaI/AAAAAAABX6c/uSUFADZ_BqcRjne3PWidX_W0phiiHrgZQCNcBGAsYHQ/s1600/mask_stand_businessman.png


 ☆中部管内事業所のホームページアドレスは、以下のとおりです 

  

 中部支社：          https://www.water.go.jp/chubu/chubu/ 

 豊川用水総合事業部：     https://www.water.go.jp/chubu/toyokawa/ 

 木曽川水系連絡導水路建設所： https://www.water.go.jp/chubu/kisodo/ 

 愛知用水総合管理所：     https://www.water.go.jp/chubu/aityosui/ 

 木曽川用水総合管理所：    https://www.water.go.jp/chubu/kisogawa/ 

 岩屋ダム管理所：       https://www.water.go.jp/chubu/iwaya/ 

 阿木川ダム管理所：      https://www.water.go.jp/chubu/agigawa/ 

 徳山ダム管理所：       https://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/ 

 長良川河口堰管理所：     https://www.water.go.jp/chubu/nagara/ 

 味噌川ダム管理所：      https://www.water.go.jp/chubu/misogawa/ 

 三重用水管理所：       https://www.water.go.jp/chubu/mieyosui/ 

 

  

 発行者：水資源機構中部支社 
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